






















































































































































































































































































































































































































































































































































作成状況整理表

1.15 事故時の計装に関する手順等

   【凡例】  〇：記載あり

  ×：記載なし

(〇)：本条文の資料の他箇所に記載

△：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料1.15.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 添付資料1.15.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.2 重大事故等の対処に必要なパラメータの選定 添付資料1.15.2 重大事故等の対処に必要なパラメータの選定 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.3 重大事故等対処に係る監視事項 添付資料1.15.3 重大事故等対処に係る監視事項 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.4 重大事故等対策の成立性 添付資料1.15.4 重大事故等対策の成立性 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.5 可搬型計測器の必要個数整理
添付資料1.15.5 可搬型計測器及び可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口

温度）の必要個数整理
〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.6 代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合の影響について 添付資料1.15.6 代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合の影響について 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.7 原子炉水温と原子炉圧力容器温度の相関について × ×

女川では，原子炉圧力容器内の温度を直接計測可能な計器を設置していないため，原子炉圧力容器の表面を計測している原子炉圧力容器温度

と原子炉水温との相関を示している。

泊では，１次冷却材の温度を直接計測可能な１次冷却材温度（広域ー高温側），１次冷却材温度（広域ー低温側）及び炉心出口温度（自主対

策設備）を設置していることから，作成対象外とする。（炉型の相違）

添付資料1.15.8 圧力抑制室水位による LOCA 事象の検知について × ×

女川の有効性評価「原子炉冷却材の流出」では，運転停止中の原子炉冷却材の流出を圧力抑制室水位により検知することとしているが，圧力

抑制室水位の変化が顕著ではないため，その検知性について示している。

泊の有効性評価「原子炉冷却材の流出」では，運転停止中の１次冷却材の流出を低圧注入流量（１次冷却系の流出に伴い，余熱除去系統の水

位が低下し，余熱除去ポンプがトリップする）により検知することとしており，その検知性に問題はないため，作成対象外とする。（炉型の

相違）

添付資料1.15.9 圧力容器ペデスタル内ドライウェル温度検出器による原子炉圧力容器破損判断について × ×

女川の有効性評価における「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」では，格納容器下部水温，原子炉圧力，ドライウェル圧力，圧力容

器ペデスタル内のドライウェル温度，格納容器内水素濃度の変化によって原子炉圧力容器破損を判断することとしている。

泊の同事象である有効性評価における「格納容器過温破損事象」では，原子炉格納容器圧力，原子炉格納容器温度，格納容器内水素濃度，１

次冷却材圧力急減により原子炉容器破損を判断することとしており，女川の圧力容器ペデスタル内のドライウェル温度に相当する温度検出器

は設置していないため，作成対象外とする。（炉型の相違）

添付資料1.15.7 自主対策設備仕様 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.8 可搬型バッテリによる原子炉安全保護盤（ 炉外核計装信号処理部） への電源供

給
〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.9 可搬型バッテリによる原子炉安全保護盤（ 放射線監視設備信号処理部） への電

源供給
〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.10 原子炉容器の水位の推定手段について 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.11 炉心出口温度の監視について 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.12 原子炉格納容器内の冷却状況の原子炉格納容器外温度計での確認について 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

添付資料1.15.13 重大事故等時の監視パラメータの記録について 〇 ×→〇 最新審査知見の反映の観点から比較表を追加作成する。

まとめ資料を作成していない

比較表を作成していない理由

添付資料 添付資料

プラント 泊３号炉 作成状況 まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

まとめ資料の作成を不要とした理由
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